
もしものときに
地震のときの10のポイント
問 協働推進課 防災安全係

　大きな揺れはせいぜい1分程
度。
　大きな揺れを感じたら、ま
ず、身の安全を図り、揺れがお
さまるまで様子をみる。

■①グラッときたら身の安全

　避難が必要なときには、ブレーカーを切り、ガスの元栓を
閉めて避難する。

■⑩避難の前に安全確認　電気・ガス

　倒壊家具や転倒家具などの下敷きになった
人を近隣で協力し、救出・救護する。

■⑨協力し合って救出・救護
　わが家の安全を確認後、近隣の安否を確認する。

■⑧確かめ合おう　わが家の安全　隣の安否

　ラジオやテレビ、消防署、行政などから正しい情報を得
る。

■⑦正しい情報　確かな行動
　屋外で揺れを感じたら、ブロック塀などには近寄らない。

■⑥門や塀には近寄らない

　瓦、窓ガラス、看板などが落ちてくるので注
意する。

■⑤落下物　あわてて外に飛び出さない

　小さな揺れのときまたは揺れがお
さまったときに、避難できるよう出
口を確保する。

■④窓や戸を開け　出口を確保

　屋内で転倒・落下した家具類やガラスの破片などに注意
する。

■③あわてた行動　けがのもと

　火を消す3度のチャンス
・小さな揺れを感じたとき
・大きな揺れがおさまったとき
・出火したとき

■②すばやい消火　火の始末
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◉動きやすく安全な服装で
　ヘルメットで頭を保護し、靴は動きやすい運動靴を着用
しましょう。
◉深さに注意
　歩行可能な深さは50㎝程度です。 
　水の流れが速い場合は、20㎝程度でも危険です。避難が遅
れた場合は、2階や近隣の堅固な建物へ避難するなど、安全
な場所に身をおきましょう。
◉みんなで協力して避難
　家族や近所の方と一緒に、できるだけ複数で避難しま
しょう。特に子どもや高齢者の安全を確保するよう心がけ
ましょう。

■避難のポイント

・ 気象情報を注意深く聞く。
・非常時に備えて非常持ち出し品の準備を。
・むやみに外出しない。
・ 浸水などの恐れがあるところでは、家財道具や食料品、衣
類、寝具などの生活用品を高い場所へ移動。

■屋内

・アンテナ支柱の補強。
・屋根や看板などの安全点検。
・雨戸や窓の補強。
・植木鉢やプランターなどベランダの小物を取り込む。
・物干し竿が飛ばされないようにする。
・排水口の整備。
・板塀、ブロック塀や石垣の崩れの補強。

■屋外

■避難情報の発令
　市では、次の3段階に分けて避難情報を発令し、エリア（緊
急速報）メールや防災行政無線などでお知らせします。ま
た、これらの避難情報が発令されていなくても、自分の命を
守るための行動をとってください。
危険度 避難情報

避難準備・高齢者等避難開始
・災害発生の可能性が予想される状態です。
・非常持出品の用意など、避難の準備を始めてください。
・ 避難行動要支援者は、避難を始めてください。

避難勧告
・災害発生の危険性が高い状態です。
・避難を始めてください。

避難指示（緊急）
・ 災害発生の危険性が非常に高い状態、またはすでに災
害が発生した状態です。
・ 避難中の住民は、直ちに避難を完了してください。
・ まだ避難していない住民は、直ちに避難を始めてくだ
さい。
・ 水害の場合で避難する時間がないときは、2階などへ
緊急避難してください。

危
　
険
　
度

風水害対策
問 協働推進課 防災安全係

台風の大きさ（気象庁による）
呼び方 風速15m/s以上の半径

大型 500km以上800km未満
超大型 800km以上
台風の強さ（気象庁による）

呼び方 最大風速（m/s）
強い 33m/s以上～44m/s未満
非常に強い 44m/s以上～54m/s未満
猛烈な 54m/s以上

　熱帯地方（東経180度より西の
北西太平洋）で発生した低気圧を
熱帯低気圧といいます。
　そのうち、最大風速が毎秒約
17m以上（風力8＝17.2m/s）に
なったものが台風です。
　m/sは風速の単位。mは「メートル」、sは「秒（second）」の
ことで、1秒間に風が何m進むかを表します。
【台風の大きさ（気象庁による）】

■台風とは？
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No. 避難所名 住所 収容人数 地震 水害 土砂災害 台風

1 のぞみが丘小学校 希みが丘5-2-17 430 ○ ○ ○ ○

2 三国中学校 美鈴が丘5-15-1 530 ○ ○ ○

3 小郡高等学校 三沢5128-1 720 ○ ○ ○

4 三国校区公民館（ふれあい館三国） 三沢4196-1 130 ○ ○ ○ ○

5 三国小学校 力武1012 430 ○ ○ ○

6 東野小学校 小郡2409-4 390 ○ ○

7 東野校区公民館（ひまわり館東野） 三沢83-1 270 ○ ○ ○

8 大原小学校 大保1394 390 ○ ○

9 大原中学校 小郡772 610 ○ ○ ○

10 小郡市生涯学習センター（福祉避難所） 大板井1180-1 500 ○ ○ ○

11 小郡小学校 小板井288 480 ○ ○

12 大崎教育集会所 稲吉1338-8 75 ○

13 小郡中学校 寺福童668 480 ○ ○

14 小郡交流センター 寺福童859-51 150 ○ ○ ○

15 小郡市高齢者社会活動支援センター
（シルバー人材センター） 福童688-1 100 ○ ○ ○

16 立石校区公民館（くろつち会館） 干潟2056-1 130 ○ ○ ○

17 立石小学校 吹上968-2 420 ○ ○

18 立石中学校 吹上1045 430 ○ ○

19 三井高等学校 松崎650 590 ○ ○

20 下岩田市民館 下岩田2108-3 80 ○

21 御原校区公民館 稲吉437-11 130 ○ ○

22 二タ集会所 二タ1451 60 ○

23 御原小学校 二タ316 300 ○ ○

24 宝城中学校 八坂26-1 450 ○ ○ ○

25 味坂小学校 八坂456-1 300 ○ ○

26 味坂校区公民館 下西鰺坂253-1 130 ○ ○

27 小郡市総合保健福祉センター「あすてらす」
（福祉避難所） 二森1167-1 270 ○

28 大原校区公民館（大原きぼうの森館） 大保1465-1 1６0 ○ ○ ○

住所 電話番号

小郡警察署 大板井234-1 73-0110

味坂駐在所 上西鰺坂177-2 72-1102

駅前交番 祇園1-13-12 72-2810

干潟駐在所 干潟1111-7 72-5109

松崎駐在所 上岩田1066-1 72-2501

三国交番 三沢4665-3 75-1107

市内警察署一覧
住所 電話番号

三井消防署 大板井279-2 72-5101

三国出張所 三沢4626-5 75-3335

市内消防署一覧

避難所一覧
問 協働推進課 防災安全係

　災害の種類や規模などによって開設する避難所が異なります。防災情報（防災行政無線、防災メールなど）をご確認ください。
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　日頃の備えを万全にし、いざとなったら早めの避難を心
がけましょう。
　市では、災害が発生、または発生のおそれがあるとき、避
難情報を発令します。その場合、エリア（緊急速報）メールや
防災行政無線などを通じて皆さんに周知します。
　しかし、勧告や指示がなくても危険だと判断したときは、
自主的に避難しましょう。また、子どもやお年寄りの避難に
は手助けが必要です。日頃から声を掛け合い、避難のときに
は助け合いましょう。

■早めの避難

　大規模な災害が発生すると、市内各地で被害が多発し、公
的機関はその救援にあたること、また、道路寸断などが発生
していることから、全ての方への迅速な対応が難しくなり
ます。そこで、日頃から地域の事情に精通している地域住民
同士の助け合いが大きな役割
を果たします。各自が「自分の
命は自分で守る、自分たちの
地域は自分たちで守る」とい
う考えのもと、地域住民が一
緒に防災活動に取り組む組織
が自主防災組織です。災害時
に組織が十分に機能するよ
う、平常時から連絡網の整備
や訓練などを通して、地域で連携を図りましょう。

■自主防災活動

　いつ襲ってくるかわからない災害に備えて、日頃から身
の回りの安全に心がけ、いざというときに冷静に対処する
ことが大切です。
・危険箇所の把握
・避難場所、避難経路などの確認
・家具の安全な配置と転倒防止
・テレビ、ラジオなどで正しい情報の入手
・非常持ち出し品の準備

■日頃の備え

災害から身を守る
問 協働推進課 防災安全係

■非常持ち出し品　チェックリスト
《非常持出品》
□　貴重品
□　ラジオ
□　懐中電灯
□　ろうそく・ライター
□　衣類・毛布
□　非常食・水
□　応急医薬品
□　ヘルメット・防災ずきん
□　ナイフ、栓抜き、缶切り
□　ティッシュペーパー
□　ビニール袋

《備蓄品》
□　食料
□　水（1人あたり1日3ℓ）
□　カセットコンロ、ガスボンベ
□　紙皿、割り箸　　　□　洗面用具
□　衛生用品　　　　 □　衣類

家族構成に合わせた準備を

□　障害者手帳
□　常備薬
□　生理用品
□　紙おむつ
□　ほ乳びん
□　粉ミルク

　避難情報を複数の手段で伝達します。
　伝達される情報に注意し、避難勧告などが発令されたら、
速やかに避難してください。
◉まもるくん
　災害情報などをメールでお知
らせするメール配信システムで
す。※事前の登録が必要です。
【お知らせする防災情報】
① 地震、台風、大雨などの防災気象情
報、避難勧告など
②災害時の安否情報通知
③地域の安全に関する情報
④福岡県避難支援マップ
【登録方法】
　mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.
lg.jpにメールを送信、または右のQRコード
からアクセスし、登録してください。
◉エリア（緊急速報）メール
　小郡市内にある携帯電話に情報を配信するシステムです。
登録は必要ありません。
◉防災行政無線
　市内60か所の屋外スピーカーから音声により情報を配信します。
◉広報車
　市広報車と消防団ポンプ車で放送しながら避難を呼びか
けます。
◉ホームページ
◉フェイスブック
◉区長・自主防災組織代表者への電話連絡
◉テレビ、ラジオ

■避難情報について

いざというときの必需品
問 協働推進課 防災安全係

～いざというときに備えて、普段から心掛けておきましょう～
　各家庭で日頃から、まさかのときに備えておきましょう！
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